第35回高輝度電子源開発G会合

日程：2011年9月14日

時間：13時30分より15時00頃

接続：EVO

参加者：永井、西森、羽島（JAEA会場）、本田、宮島、山本（KEK会場）、伊藤（東大）、桑原（名古屋大学）、飯島、栗木、細田、増元（広島大学）

○西森氏より500 kV電子銃1号機の開発状況について報告があった。

前回のテストで510 kVで放電が生じたため電極の拭き取りを行い、再び印加試験を行った。526 kVまで印加したところで放射線発生によりリミットされた。対策案として①ダストの発生源となっていると思われる400 l/sのNEGの除去（上部、あるいはすべて）、②カソード・アノード間隔を拡げて電界を下げる、を検討している。

Q:コンディショニング中ターボは停止しているのか？

A:稼動させている。NEG、イオン、ターボで排気している。

Q:コンディショニング開始時の真空度が悪いように思われるが？

A:電極を拭くため大気開放して後、ベーキングを行っていない。時間とともに徐々に良くなっている。

Q:NEG周りのシールドはチタン製か？

A:チタンでできている。

Q:現状で、400kV定常運転は可能か？

A:450 kV程度までは可能だろう。

Q:極間を広げることは簡単にできるのか？

A:カソード電極の一部の部品を着け替えると160 mmになる。ビーム性能からみて、極間を広げて高電圧とするのがいいのか、極間を変えずに電圧を下げるのがいいのかは検討事項。

Q:電圧はどのように制御したのか？

A:真空をモニターしながら0.3 kVずつマニュアルで上げていった。

○山本氏より500 kV2号機の進捗状況について報告があった。

先週のIPAC11では電子銃システムの全ガス放出速度、及びクライオポンプの排気速度について報告した。（スライド、プロシーディングはJACoWより近日公開予定。）

600 kV高圧電源について、メーカーにて大気中での100 kV, 10mA印加試験をした。その結果、モニター出力においては0.5 %程度の誤差があり、回路系に問題があり後日直す予定。また50 Hz及びサイリスタ駆動周波数(30kHz)のリップルがやや大きいが、現状の状態で今後しばらく運転する。安定度は4時間で0.02 %以内の変動に収まった。短絡試験において、10.8 mAで出力停止するが、直接測定では短絡時に数A流れている。回路の時定数の問題であることから回路改修時に改善してもらう予定。電源については昨日圧力容器を電源に接続し高圧試験を実施した。200 kV印加時に数回放電した。放電の原因はブッシングの先端にあるピンによるものと考えている。抵抗接続時には隠れる。

Q:対称型で駆動周波数30 kHzのコックであるならリップルに60 kHz出るはずだが？

A:IGBTの駆動周波数30kHzのリップルの大きさを測定したという意味で、実際に倍の60kHzが出ているかどうかは実際のデータを確認する必要がある。

Q:高周波トランスとコッククロフトの接続の極性を間違えていないか？

A:間違えてはいない。

Q:ブッシングのピンというのはどのような形をしているのか？

A:鉛筆程度の径で先が尖っていないものが２つ出ている。

Q:保護抵抗を繋げば対処できるのか？

A:保護抵抗等を繋げれば処理できる。

○栗木より初期エミッタンスについて半導体のバンド構造を考慮したモデルの考察につて報告があった。

今回直接遷移型半導体のバンド構造を考慮し、放出電子ビームのエミッタンスの計算を行った。有効質量近似によると、波数と遷移に必要なエネルギー（光の波長）が一意に決まるのが特徴。伝導帯に遷移した電子は波数空間上で一様に分布しており、その中で放出方向のエネルギーが電子親和性よりも大きいものだけが放出されると考える。規格化エミッタンスを算出すると、結果的に金属での計算結果と近い値となる。界面での屈折を考慮した結果は次回報告する。

Q:（スライド4ページについて）αは何を示しているのか？

A:kz=kz0に相当する角度。

Q:χが正であれば、放出方向にそれよりも高いエネルギーを持った電子しか出てこないということか？

A:その通り。

Q:χが負の場合は？

A:負の場合は放出面に向かってくる電子はすべて出てくる。

Q:今回得られた式と金属ベースで考えられる式で違いはあるのか？

A:ファクター2が掛けられていること、及び有効質量の項が加わっている。

Q:金属にも有効質量は存在するのでは？

A:金属は自由フェルミ気体モデルで考えている。

Q:緩和過程は？

A:緩和、熱の効果は入ってない。

Q:量子効率でエミッタンスは変わるのか？

A:このモデルから考えると、量子効率が高ければエミッタンスが大きく、量子効率が小さければエミッタンスが小さくなる。

○その他

CERLへの電子銃の移設について、関係者間で話合いをもつこととする。また、次回会合は11月として、詳細な日程は投票によって決定する。






文責　栗木

